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安全に関する改善事例
記入日：　　　2005年　10月　18日

（所属会社） （氏名） （連絡先電話番号）

記入者：

改善の概要： 切土法面小段からの墜落・資材の飛来落下防止設備
法面保護施工時の小段からの転落および材料の飛来落下を防止するため、
小段にモルタル吹付および法枠を先行施工する。この法枠を基礎として単管
手摺を設ける。

メリット： デメリット：
法枠を基礎とする強固な手摺が設置可能 発注者積算では、小段にU字溝を設置するよりも費用が
小段上に置いた法枠材料等の落下防止 増大する。
短時間で小段の養生及び水路の設置が可能

（略図または写真）

（略図または写真）

ダム工事総括管理技術者会

261福井県 G 72 233

設計変更の有無

ダム土工 墜落事故，飛来落下事故 設備要因 上下，近接，高所 有　：　無

堤高（ｍ） 堤頂長（ｍ）

改善前

想定される事故の種類 想定される事故の要因 危険作業の種類

発注者 型　式
ダム諸元

堤体積（千ｍ3）

特許の有無

有　：　無

改善後

ダム名 所在地県名

設計・施工区分 工　　種

浄土寺川ダム 福井県

設計

2000

コンクリート t=100mm

1:0.7

1:0.7

水路

PU-240

2000

40
0

300

モルタル吹付 t=100mm
ラス有り

法枠工
鉄筋D16×4本

1:0.7

1:0.7

水路

単管手摺

ﾎﾞｲﾄﾞ管

鉄筋D19 L=800mm 
奥行き方向1500mmﾋﾟｯﾁ

ｸﾞﾘ ﾝーﾈｯﾄ


